
平成平成平成平成１５１５１５１５年年年年１２１２１２１２月月月月　　　　検定試験検定試験検定試験検定試験

〔〔〔〔No.35No.35No.35No.35〕〕〕〕　電子制御式 4 速 AT のリバース・クラッチが固着した場合に発生する不具合現象とし

て，適切適切適切適切なものなものなものなものは次のうちどれか。なお，内部構造は図を参照のこと。

(1) Nレンジは車が動くことなく正常である。Rレンジは正常に車両が動く。N→Dレンジにシフ

トすると 3速で発進する。

(2) Nレンジは車が動くことなく正常である。Rレンジは正常に車両が動く。N→Dレンジにシフ

トすると内部ロックでエンジンが停止する。

(3) Nレンジは車が動くことなく正常である。Rレンジは正常に車両が動く。N→Dレンジにシフ

トすると 1速で発進する。

(4) エンジンを始動すると AT 内部が一体で回転し 3 速で走り始めるが 4 速への変速点になると内

部ロックにより急ブレーキが掛かる。
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